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柴田健琉 第 3回課題 − 2 今回の構文 情報処理Ｉ

1 はじめに

1.1 実行環境

この課題のプログラムは以下の環境で動作することが確認されている：

• OS: Arch Linux

• CPUアーキテクチャ: x86_64

• Cコンパイラ: gcc (GCC) 14.2.1 20250207

• Cコンパイラフラグ: -Wall <ソースコード名> -o <プログラム名>

2 今回の構文

2.1 scanf関数

scanf関数は標準入力から文字列を読み取り、指定された書式に沿って解釈し、解釈結果の値を指定さ

れた場所に保存する。ここでいう場所とは変数のアドレスである。

scanf関数

1 scanf("<書式>", <変数1へのアドレス>, <変数2へのアドレス>, ...);
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柴田健琉 第 3回課題 − 4 実行結果 情報処理Ｉ

3 演習 1ー 5

プロンプトから読み込んだ整数値に 13を加えた値を表示するプログラム。

3.1 コードリスティング

演習 1ー 5

1 #include <stdio.h>

2

3 int main(void) {

4 int x = 0;

5

6 printf("Input integer: x = ");

7 scanf("%d", &x);

8

9 printf("Result: x + 13 = %d\n", x + 13);

10

11 return 0;

12 }

4 実行結果
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柴田健琉 第 3回課題 − 6 実行結果 情報処理Ｉ

5 演習 1ー 6

プロンプトから読み込んだ整数値から 7を減じた値を表示するプログラム。

5.1 コードリスティング

演習 1ー 6

1 #include <stdio.h>

2

3 int main(void) {

4 int x = 0;

5

6 printf("Input integer: x = ");

7 scanf("%d", &x);

8

9 printf("Result: x − 7 = %d\n", x − 7);

10

11 return 0;

12 }

6 実行結果

Last Compiled(UN*X Time): 1745476961
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